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他企業の安全衛生活動から学び、自分の職場で活かしていこう！
― 2019運動方針に基づきセイフティネットワーク集会を開催 ―

○虐待として
　対応した件数
　・Ｈ27年度・４件 
　・H28年度・０件
　・H29年度・８件
○相談件数は
　約250件

■日　時　2019年６月１５日（土） 13時30分～16時00分（予定）
■場　所　倉吉未来中心・セミナールーム３
■内　容　講演　「一人ひとりが輝く社会をめざして」（仮題）
　　　　　　　　講師／鳥取銀行取締役　山脇彰子さん
　　　　　　　　＜元全日空キャビンアテンダント、鳥取短期大学非常勤講師（現職）＞
　　　　　【意見交換】【産別取り組み事例報告】交通労連・運輸労連

いずれも「託児」を実施します。ご利用してご参加ください（要事前申込）

第16回男女平等参画学習会

■日　時　2019年６月２２日（土） 13時30分～16時30分
■場　所　県民ふれあい会館・５Ｆ講義室（鳥取市扇町21番地）
　　　　　※駐車場がありません。公共交通機関の利用をお願いします。
■内　容　【労働政策セミナー】
　　　　　　講演　「合区の問題点と解消に向けての打開策について」（仮称）
　　　　　　　　　講師／一橋大学社会学研究科教授 中北 浩爾さん
　　　　　【活動報告】湯原 俊二さん
　　　　　【政策討論集会】○2020年度連合鳥取政策･制度要求（案）提起、討論

労働政策セミナー ・ 政策討論集会

鳥取市議会議員秋山 智博
－地域課題は連携して解決－

　2018（平成30）年9月議会で、毎年のように道路浸水に
よる通行止めや家屋の床下浸水などの浸水被害が発生
する亀谷川（由良川水系のひとつで2級河川）の抜本改修
の質問をしました。町からは「由良川本線の改修と合わ
せて実施し、当面河川掘削（くっさく）や伐開（ばっかい）
を毎年行う」との回答を得たが、
抜本改修にはまだ道なかばです。
　そこで、伊藤保県議会議員と連
携し、12月県議会で、由良川水系
の改良促進を促し、亀谷川周辺の
浸水被害の深刻性の認知と、河
川改良進捗の必要性が確認でき、
早速実施されるようになりました。
　地域課題は、連携して解決に
向けて取り組みたいと考えます。

北栄町議会議員津川 俊仁

メーデー大会での一コマメーデー大会での一コマ議会での質問の様子議会での質問の様子

－子どもへの虐待対応について質問しました－
（2019年2・3月議会から抜粋）

【質問】　昨年３月東京都目黒区で船戸結愛（ゆあ）（５歳）
さんが「もうおねがい、ゆるして」とノートにつづり、そして
今年１月には千葉県野田市の栗原心愛（みあ）（11歳）さん
が学校のアンケートに「お父さんから暴力を受けています。
先生なんとかなりませんか」のSOS、いずれも救うことがで
きなかった。
　子どもを守り・家庭支援を一層強化しなければならない。
一時保護、より厳しい状況への対応を伺う。

【市長答弁】①本市が支援するケースや、児童相談所と連携
して支援するケースもある。保護者のメンタル不調や経済
状況がより厳しくなった場合には、直ちに児童相談所に相
談し本市も関わり虐
待に至ることがない
ように支援している。

※産別を通じてご案内しています。

※産別を通じてご案内しています。
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「虐待かも」
と思ったら

189番にかけると

お近くの児童相談所

につながります

児童相談所

全国共通ダイ
ヤル

オフィス・
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　アクション

6月は
男女平等月間です
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介
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。

ＪＲ連合ＪＲ西労組
　　野村香織さん
　　　 （連合鳥取執行委員）

参加者の声参加者の声

　倉敷化工労組執行委員長の
話の中で、「心とからだの安全
を」として、職場環境のハード面はもとより、
休職から復帰時のプログラムを組んでサポー
トしているという内容があり、自分の単組でも
提案していきたいと思った。
　また、工場見学では、５月とは思えない暑さで、
盛夏時の労働環境について、熱中症などのリス
ク対策にしっかり取り組む事が必要だと感じた。
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【倉敷化工株式会社】

所在地／岡山県倉敷市
産別名／ゴム連合
事業内容／ゴム製品製造
 自動車用ゴム部品
 産業用防振・防音・免震ビル
 緩衝機器の製造販売など



産別リレー

次回は 自動車総連をご紹介

電力総連
におじゃまします

電力総連は，電力関連産業の健全な発展をめざしています
昨今のエネルギー政策の見直しや原子力関連施設の新規性基準に関わる審査の長期化など、電力関連産
業を取り巻く情勢の厳しさが今後とも継続することが懸念される一方、電力・ガス小売全面自由化も相俟っ
て、電力関連産業はエネルギー産業や地域の枠を越えた競争が本格化しています。事業環境や職場環境が
今後大きく変容していく中でも将来に希望が持てる魅力ある産業をめざし，働く者の雇用安定や「現場力」
の維持継承を通じた産業全体の健全な発展が図れるように取り組みを展開しています。

電力総連は、10の地域別組織と2つの職域組織，
あわせて12の構成総連によって組織されており、
230余の単組が加盟し組織人員としては約21万
人となっています。発電、電気設備の工事・保守の
ほか、交通、情報通信、サービスなど多彩な業種
にまたがる全国をネットワークする組織で、日本
の電力関連産業における唯一の産業別労働組合
です。また，「連合」や「国際労働組合総連合（ＩＴ
ＵＣ）」に加盟、国際連帯の強化を目指し、世界の
平和と反映に貢献する活動に積極的に取り組ん
でいます。また、「インダストリオール・グローバル
ユニオン」にも加盟しています。

ユニオニオン ）
と書いた票が多いと…

ン

1 ユニオニオン
2 紫たまねぎ

3 小たまねぎ

600,000票
300,000票

200,000票

一石二鳥！

1 紫たまねぎ
2 小たまねぎ

3 ユニオニオン

300,000票
200,000票

199,999票

ちゃんと
「ユニオニオン」って
書けばよかった…

候補者名を
書くことが
大事なんだ！

田村　麻美
た  むら　     ま   み

岸　真紀子
きし　     ま   き   こ

礒﨑　哲史
いそざき　   てつ  じ

石上　俊雄
いしがみ　    とし  お

田中　久弥
た なか   　ひさ  や

小澤　雅仁
お  ざわ　   まさひと

水岡　俊一
みずおか　  しゅんいち

浜野　喜史
はま の　     よし ふみ

吉川　沙織
よし かわ     　さ  おり

森屋　隆
もり  や　   たかし

参議院選挙が間近に迫ってきました。その比例代
表の投票用紙には「候補者名」「政党名」どちらか
を記入しますが、どちらを記入しても同じだと思って
いませんか？ 応援している仲間を当選させ、働く人
の声を国政に届けるためには、「候補者名」を書く
ことが大事です。どんなしくみか
見ていきましょう。

たまねぎ党が政党  名と候補者名で
合計200万  票獲得し、

   上位2人が当  選となった場合
  候補者名での得票数が多  い順に2人当選となります

と

ユニオニオン候補  を当選させるには？
  

（監修：政治センター事務局）投票用紙には 候補者名を ！
参院選比例代表 選挙の

比例代表選挙に私たちの仲間10人を推せん決定しました!
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現
職
）
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人

Ｊ
Ｐ
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新
人

日
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電
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現
職
）

情
報
労
連
／
２
期
（
現
職
）

私
鉄
総
連
／
新
人
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向けて取り組みたいと考えます。

北栄町議会議員津川 俊仁

メーデー大会での一コマメーデー大会での一コマ議会での質問の様子議会での質問の様子

－子どもへの虐待対応について質問しました－
（2019年2・3月議会から抜粋）

【質問】　昨年３月東京都目黒区で船戸結愛（ゆあ）（５歳）
さんが「もうおねがい、ゆるして」とノートにつづり、そして
今年１月には千葉県野田市の栗原心愛（みあ）（11歳）さん
が学校のアンケートに「お父さんから暴力を受けています。
先生なんとかなりませんか」のSOS、いずれも救うことがで
きなかった。
　子どもを守り・家庭支援を一層強化しなければならない。
一時保護、より厳しい状況への対応を伺う。

【市長答弁】①本市が支援するケースや、児童相談所と連携
して支援するケースもある。保護者のメンタル不調や経済
状況がより厳しくなった場合には、直ちに児童相談所に相
談し本市も関わり虐
待に至ることがない
ように支援している。

※産別を通じてご案内しています。

※産別を通じてご案内しています。

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

　
沖
縄
で
は
梅
雨
に
入
り
、山
陰
で

も
ま
も
な
く
梅
雨
入
り
の
時
期
と
な

っ
た
が
、毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
る
。

梅
雨
時
期
の
選
挙
は
な
ん
と
な
く
嫌

だ
な
ー
と
思
っ
て
し
ま
う
▼
そ
ん
な

こ
と
ば
か
り
言
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

第
　
回
参
院
選
が
直
前
に
迫
っ
て
き

て
い
る
。こ
こ
に
き
て
、衆
参
同
日
選

挙
の
噂
も
強
ま
っ
て
き
た
。安
倍
政
権

に
鉄
槌
を
下
す
チ
ャ
ン
ス
だ
！
▼
た
だ
、

同
日
選
挙
は
避
け
た
い
と
い
う
の
が

本
音
で
あ
る
。参
院
選
１
本
で
闘
い
た

い
と
思
う
が
、安
倍
総
理
に
し
か
決

定
権
は
な
い
。野
党
共
闘
も
中
央
で

は
い
ろ
い
ろ
難
し
い
よ
う
で
・・
連
合
党

作
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
・・・
▼
選
挙

と
は
、ま
ず
は
役
員
が
本
気
に
な
ら

な
け
れ
ば
組
合
員
は
動
か
な
い
。選

挙
の
時
期
に
な
る
と
先
輩
か
ら
よ
く

言
わ
れ
た
。本
当
に
そ
の
通
り
で
あ
る

▼
加
え
て
、「
政
治
に
は
無
関
心
で
も

無
関
係
で
は
お
ら
れ
な
い
。」政
治
は
、

生
活
に
密
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

▼
梅
雨
明
け
に
は
、日
本

全
体
が
す
が
す
が
し
い

青
空
に
な
る
よ
う
奮

闘
し
よ
う
！

（
梅
雨
生
ま
れ
）
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「虐待かも」
と思ったら

189番にかけると

お近くの児童相談所

につながります

児童相談所

全国共通ダイ
ヤル

オフィス・
ピークカット

　アクション

6月は
男女平等月間です

　
連
合
鳥
取
は
、５
月
　
日（
金
）か
ら
　
日（
土
）、「
セ
イ
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
集
会
」を
開
催
し
、執
行
委
員
　
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、連
合
岡
山
の
紹
介
で「
倉
敷
化
工
株
式
会
社
」を

視
察
し
、工
場
見
学
と
、職
場
の
安
全
衛
生
を
確
保
す
る「
要
」

と
な
る
労
使
に
よ
る「
安
全
衛
生
委
員
会
」で
の
取
り
組
み

等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ＪＲ連合ＪＲ西労組
　　野村香織さん
　　　 （連合鳥取執行委員）

参加者の声参加者の声

　倉敷化工労組執行委員長の
話の中で、「心とからだの安全
を」として、職場環境のハード面はもとより、
休職から復帰時のプログラムを組んでサポー
トしているという内容があり、自分の単組でも
提案していきたいと思った。
　また、工場見学では、５月とは思えない暑さで、
盛夏時の労働環境について、熱中症などのリス
ク対策にしっかり取り組む事が必要だと感じた。

voicevoicevoicevoice

■
安
全
衛
生
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

（
会
社
安
全
衛
生
係
・

山
田
係
長
よ
り
説
明
）

 

①
会
社
概
要

 

②
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み

 

③
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
取
り
組
み

 

④
災
害
対
策
の
事
例
紹
介（
先
般 

　
の
真
備
町
を
中
心
と
し
た
豪
雨

　
災
害
で
の
会
社
対
応
。工
場
も

　
水
害
被
災
し
た
と
の
こ
と
）等

【
連
合
鳥
取
よ
り
質
問
】

 

①
労
働
災
害
の
具
体
的
事
例 

 

②
防
止
策
と
発
生
時
の
労
働
者
へ

　 

の
周
知
の
方
法

 

③
機
械
設
備
の
安
全
化

 

④
熱
中
症
対
策

 

⑤
職
場
環
境
改
善（
高
年
齢
者
・

女
性
保
護
）

 

⑥
母
性
保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
等

意見交換の様子意見交換の様子
会社の概要説明を
　　　　　聞く参加者
会社の概要説明を
　　　　　聞く参加者

■
工
場
見
学
＆
意
見
交
換

（
田
中
製
造
課
長
よ
り
説
明
）

　
工
場
説
明
を
聞
き
な
が
ら
製

造
現
場
を
見
聞
き
し
、改
め
て
質

疑
応
答
を
含
め
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
意
見
交
換
に
は
、労
働
組

合
側
か
ら
、大
嶌
執
行
委
員
長
、

萩
野
書
記
長
、土
谷
安
全
衛
生
対

策
部
長
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

【
労
使
で
の
共
通
課
題
等
】　

　
近
年
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス（
精
神

疾
患
）の
発
症
率
が
増
え
て
い
る
。

健
康
を
阻
害
す
る
要
因（
長
時
間

労
働
）、　
協
定
の
捉
え
方
等
職

場
環
境
や
労
働
条
件
の
改
善
に

繋
が
る
労
使
で
の
取
り
組
み
報

告
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

■
ま
と
め

　
倉
敷
化
工
で
は「
安
全
衛
生

活
動
」に
つ
い
て
、労
使
共
通

の
重
点
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。

　
工
場
視
察
、意
見
交
換
で
得

た
こ
と
を
、構
成
産
別
や
単
組

に
持
ち
帰
り
、今
後
の
取
り
組

み
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
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【倉敷化工株式会社】

所在地／岡山県倉敷市
産別名／ゴム連合
事業内容／ゴム製品製造
 自動車用ゴム部品
 産業用防振・防音・免震ビル
 緩衝機器の製造販売など


